
令和８年度第１回おおいた子ども・子育て応援県民会議 議事録 

 

日時：令和８年７月１日(水) 1４：00～1６：00 

場所：大分県庁舎本館正庁ホール 

 

事務局 皆様こんにちは。定刻の少し前ですが、皆様お揃いのようですの

で、ただいまから、令和８年度第１回おおいた子ども・子育て応援県

民会議を開会させていただきます。本日、議事以外の司会進行を

務めさせていただきます、こども未来政策課の吉村と申します。よ

ろしくお願いいたします。 

本日は、栗田委員、佐藤敬子委員、土谷委員が所用により欠席を

されるとご連絡をいただいております。また、大分県私立幼稚園連

合会の立山委員の代理として、本日は河野孝様にご出席いただい

ております。本日は２８名中２５名の委員の方にお越しいただいてお

り、定足数であります過半数を満たしていることをご報告させてい

ただきます。 

ここで本年度から、この会議の新たな委員としてご就任をいただき

ました２名の方について、名簿の順番にご紹介させていただきま

す。まず、大分県小学校長会の高田正弘委員です。続きまして、大

分県立芸術文化短期大学の堀那菜子委員です。よろしくお願いい

たします。 

続きまして、佐藤知事からご挨拶を申し上げます。 

佐藤知事 皆様こんにちは。大分県知事の佐藤でございます。令和８年度第１

回、おおいた子ども・子育て応援県民会議にご出席いただきまし

て、誠にありがとうございます。清國会長をはじめ皆様には、大分

県の政策、その中でも特にこども・子育て施策にご支援ご協力を賜

っておりますことに対して、改めて心から感謝を申し上げます。ま

た、高田委員、堀委員に、新たに就任いただき、心から感謝申し上

げます。 

県の組織も、子育て満足度日本一を目指して、４月１日から新たに

こども政策局を設置しまして、小野さんが局長に就任をいたしまし

た。このような体制のもと結婚から妊娠・出産、子育て、各段階、さ

らにはいろんな困難を抱えるお子さん方、そして家族への支援とい

うことで、切れ目なく政策を展開してまいりたいと考えているところ

でございます。片方で少子高齢化が進んでおりまして、先日、国勢

調査結果（速報）が出ましたけれど、5 年間で人口が 4 万 7000 人



減っていくということで、たいへん厳しい状況にございます。生まれ

てくるお子さんが 6000 人をちょっと切りまして、お亡くなりになる

方が 1 万 6000 人ぐらいですから、毎年１万人以上、人口が減って

いっているというような状況がございます。 

ただ、昨年の数字で、婚姻件数、結婚される方の数が６年ぶりに増

加に転じました。その増加率は、１位が東京都で３位が大阪府、２位

が大分県ということで、なぜ大分県が２位だったのかというのはちょ

っと今一つまだ分からないところもあるんですけれども、結婚され

る方が増えれば、必ず出生数が増えてくるはずだということで、た

いへん期待をしているところであります。この現象が一過性のもの

ではなく、これからそれを確かなものとして、結婚される方が増えて

いって、そして出生数も増えていく。そうするといずれ人口減少に

歯止めがかかってくるということになると思いますので、そのような

取組を進めてまいりたいと考えております。 

そこで、本日の意見交換のテーマは出生数の増を目指した取組に

ついてとさせていただいているところでございます。様々な専門家

のご知見からいろんな議論があると思いますので、ぜひ忌憚のな

いご意見を賜りますようにお願い申し上げます。本日の会議が実り

多きものになるようにお願い申し上げまして、挨拶とさせていただき

ます。 

事務局 では、以降の議事進行は、おおいた子ども子育て応援県民会議条

例第７条第１項に基づき、議長であります清國会長にお願いいたし

ます。 

清國会長 皆様どうぞよろしくお願いいたします。それでは、着座して進行させ

ていただきます。 

まず、本日の会議についてでございます。会議は公開で行うという

こととしており、一般の方の傍聴席、報道席を設けておりますことを

ご了解ください。それでは次第に従って進めたいと思いますが、大

まかな時間配分について説明をしておきます。まず行政説明の後

に、皆さんとの意見交換を９０分と考えてございます。１６時には閉

会をしたいと思っておりますので、ご協力のほど、どうぞよろしくお

願いいたします。 

では、議事の（１）をご覧ください。「①大分県におけるこどもを巡る

状況と出生数増に向けた取組」から、「③様々な困難を抱えるこど

もと家庭への支援」につきまして、事務局から一括してご説明をい

ただきたいと思います。 



こども政策局 

小野局長 

こども政策局長の小野でございます。座って説明をさせていただき

ます。 

まず、私から大分県におけるこどもを巡る状況と、出生数増に向け

た取組などについて概括的に説明を申し上げます。 

資料の６ページをお願いいたします。本県の出生数でございます

が、平成 6 年は 1 万 1,770 人でしたけれども、３０年後の令和６年

には 5,957 人と、約５割、49.4%減少をしております。婚姻件数も

同様の傾向にございまして、令和６年には 3,608 件まで減少して

いるというような状況にございます。 

次のページをお願いいたします。これは婚姻数の推移をグラフ化し

たものでございますが、先月公表された人口動態統計の概数によ

りますと、令和７年の婚姻件数は 3,742 件と、知事からも冒頭挨

拶の中でありましたが、６年ぶりに増加ということになっておりまし

て、その増加率は 3.71%となっております。 

次のページをお願いいたします。婚姻件数の増加率上位の都道府

県を示しております。本県の増加率であるプラス 3.71%は、東京

都に次いで全国２位ということになっております。 

９ページをお願いいたします。こちらは様々な困難を抱えるこども

の数についてまとめております。虐待などの事情により家庭での生

活が困難な要保護児童や、人工呼吸器等を使用する医療的ケア児

などは増加傾向にありまして、こうしたこどもをきめ細やかに支援す

ることも安心してこどもを生み育てる環境づくりに欠かせないもの

だと考えております。 

１０ページをお願いいたします。そうした中で、県では少子化対策、

そして困難を抱えるこどもへの支援など複雑化・多様化する課題に

一層迅速かつ機動的に対応できるように、今年の４月から新たにこ

ども政策局を設置しました。左側に書いておりますが、これまでの

障害福祉課で所管をしていた障がい児の支援業務もこども政策局

に移管をしまして、こどもに関する政策を一元化するとともに、右側

にありますが、児童虐待対応のさらなる迅速化に向け、児童福祉司

の増員なども行ったところでございます。 

次のページにはこうした体制のもとで取り組んでいる、子育て満足

度日本一の実現に向けた取組の柱を整理しております。将来の結

婚等も見据えたライフデザインを若い時から考えていただくライフ

プランニングの普及啓発をはじめ、結婚を希望する方への支援とし

て出会いサポートセンターによるお見合いサービスや、婚活イベン



トの開催を行っております。また、子育てしやすい環境づくりとしま

しては保育料やこども医療費などへの支援、共育ての促進に向け

た働き方改革、ライフステージに応じた各種子育て支援施設の設

置、さらには子育てしやすい住環境への支援など結婚から子育て

までの切れ目ない支援に力を入れているところでございます。ま

た、様々な困難を抱えるこどもと家庭への支援としては、家庭的な

環境でこどもを養育できるよう、里親支援体制の充実を図るととも

に、医療的ケア児や発達障がい児などそれぞれの特性や困りごと

に応じたきめ細かな支援に力を入れているところでございます。 

概括的には以上となりますが、引き続き各取組の詳細を今申し上

げました柱に沿って、各担当課長から説明をさせていただきます。 

こども未来政

策課 

吉村課長 

続きまして、私から、子育て満足度日本一の実現に向けた取組のう

ち、ライフプランニングの普及啓発、結婚を希望する方への支援、

子育てしやすい環境づくりの取組を説明させていただきます。 

１２ページをご覧ください。そのことを総じてここでは出会い・結婚、

妊娠・出産、子育ての一体的支援とさせていただいております。 

１３ページをご覧ください。まず、ライフプランニングの普及啓発で

す。今年度は２つ、ライフデザインの冊子の更新と、プレコンセプショ

ンケアの出前講座を実施いたします。ライフデザインは人生の計画

ですけども、プレコンセプションケアにつきましては、若い男女が性

や健康に関する正しい知識を持ち、将来の妊娠や出産を意識して

日々の生活や健康に向き合うことです。ライフデザインにつきまして

は、右の方に写真を載せておりますが、「大人本」という冊子があ

り、今回キャラクターを活用して更新をしたいと思っております。そ

して、各市町村が行います二十歳の集いや大学の卒業式等で配布

をしようと思っております。プレコンセプションケアの出前講座の中

でも活用ができないかなと思っているところです。下の出前講座に

つきまして、これまで通り助産師会に委託をして実施するほか、企

業向けに、今年度から新たに企業の方に出向いて行おうと考えて

おります。 

１４ページをご覧ください。結婚を希望する方への支援です。これ

は、出会いサポートセンターの運営と婚活イベントの開催の２つを

車の両輪として展開しております。まず、OITA えんむす部出会い

サポートセンター、これはお見合いサービスを提供しているところで

すが、平成 30 年に設立しており、先週 8 周年を迎えたところです。

通算の成婚数は２７１組となっております。下の方の段、AI マッチン



グとありますが、令和４年から導入をしております。自分が大切にし

ている価値観と相手に求める価値観を事前に回答してもらって、そ

れに合った相手を AI の方が推薦してくれるというような仕組みに

なっており、会員の方からはとても好評の意見をいただいていると

ころです。 

１５ページをご覧ください。昨年、婚活業界で有名な熊本県在住の

荒木直美さんを、えんむす部部長として任命をさせていただきまし

た。今年はえんむす部部長の役割として、３つの大きな役割を担っ

ていただこうと思っております。また、真ん中ほどの結婚支援コンシ

ェルジュの設置とありますが、今年からは１名増やして３名にさせて

いただいております。婚活イベントの企画運営の指南等を行ってお

ります。 

１６ページをご覧ください。次は婚活イベントの開催です。昨年度、

各振興局の６エリアでイベント開催をさせていただきましたが、行政

がやるという安心感でかなり多くの応募がありました。ただ、落選

者が多数発生したことから、今年度は知事公舎でのイベント開催を

１回から２回に拡充し、そして新たにハーモニーランドでの開催も予

定しています。また、地域の団体等が行う地域婚活イベントへの助

成も、今年度から始めました。 

１７ページをご覧ください。次からは２つ目の項目の子育てしやすい

環境づくりになります。そのうちの経済的支援でいくつか説明をさ

せていただきます。ここでは不妊治療費の助成を掲載しておりま

す。詳細は割愛させていただきます。 

１８ページをご覧ください。続いて保育の無償化になります。国の３

歳以上児の無償化に加えて、県独自で第２子以降３歳児未満の保

育料を無償化しております。またその下になりますが、こども医療費

につきましても、市町村と連携して、高校生年代までの通院費・入

院費の助成を行っているところです。下に「まる新」と書いておりま

すが、給食費につきましては、今年度から公立小学校が無償化され

ております。また、県立学校のほか多くの市町村では、公立中学校

も無償化されています。 

１９ページをご覧ください。こちらがいわゆる高校の無償化になりま

す。授業料支援となります就学支援金について、２番目の黒丸に書

ておりますが、今年から所得制限が撤廃されまして、私立学校の支

給上限額も今年から増額をされているところです。 



２０ページをご覧ください。次は大学の修学支援新制度になります。

給付型奨学金の支給、そして授業料・入学金の減額・免除、この２

つがありまして、多子世帯に関しては収入に関わらず授業料・入学

金が免除となるなど手厚い支援が行われているところです。 

２１ページをご覧ください。次は働き方改革になります。今回、事前

意見を皆さんからいただきましたが、その中では最も多く意見をい

ただいた項目になります。県では、ワーク・ライフ・バランス企業認定

やイクボス宣言など、企業における子育てしやすい環境づくりに取

り組んでいますが、それを発展させて、九州地域戦略会議という組

織が、一番下の「イクドリ宣言」と書いてありますが、男性の 2 週間

以上の育児休業取得１００%を目指すという企業を登録するという

制度を昨年から始めたところです。本日、参加されている企業、事

業所の方も、もしよろしければこういう宣言をしていただければと

思っております。 

２２ページをご覧ください。次は男性の育児休業等の取得促進助成

金になります。これは男性の育休取得に取り組んだ中小企業事業

主に対する助成金ですが、これまで１人当たりの最大支給額が８万

円だったところ、５０万円まで拡大しております。 

次は 23 ページをご覧ください。ライフステージに応じた子育て支援

関連施設をこちらの表の中にまとめさせてもらっております。このよ

うな施設の充実についても、委員の皆さんから意見が多くありまし

た。幼保、小学校、放課後児童クラブなど、各機関が連携する必要

があると思っております。県も５歳児指導の記録を作成するなど、

切れ目ない支援に努めているところです。 

２４ページをご覧ください。次は移住支援です。県外から県内に移

住した方で、子育て世帯の方には加算をしております。また、県外

からの子育て世帯の移住者が空き家を利活用した場合に、その補

助額を 1 件あたり５０万円に拡大しております。 

25ページをご覧ください。次は住環境への支援になります。子育て

世帯の住宅リフォーム支援ですが、今年度から補助上限額を４０万

円から５０万円に拡充するほか、こども３人以上の多子世帯に対し

て加算額を１０万円から２０万円に拡充しています。 

２６ページをご覧ください。最後になりますが、子育て世帯向け県営

住宅の改修です。県全域で、１０年間で５００戸改修をする予定にし

ております。 

私の説明は以上になります。 



こども・家庭

支援課 

森課長 

こども家庭支援課長の森と申します。私からは様々な困難を抱える

こどもと家庭への支援について説明をさせていただきます。 

資料２８ページをご覧ください。虐待や親の病気など様々な事情に

より家庭で暮らすことが難しいこどもたちを支援し、必要に応じて

保護などを行う機能を有する各施設の役割や連携の状況について

まとめたものになります。資料左端に黒い帯を記載しております。

上の方に要支援、下の方に要保護と記載しておりますが、資料上か

ら在宅のこどもの支援を行う施設で、下になるにつれて重篤度が増

して家庭分離が必要なこどもさんをお預かりする施設となってまい

ります。各施設の種類と機能は右側に記載しておりますので適宜ご

参照ください。 

次に２９ページをご覧ください。本県では特定の養育者との安定し

た愛着関係を築くことができる里親養育の有効性を重視し、従来

から里親委託を積極的に推進してまいりました。里親への支援体

制のさらなる充実を図るため、（１）にありますように本年４月１日か

ら大分市を所管する里親支援センターを設置し、里親リクルートか

ら養育中の相談、委託児童の自立支援までを切れ目なく実施でき

る体制を整えました。大分市以外は引き続き児童相談所がカバー

しますので、センターと児童相談所がお互いのノウハウを共有し、

県全体で支援のレベルアップを目指してまいります。また、（２）では

里親の一時的な休息のために里子さんを短期で預かる里親レスパ

イトケアの相談や調整を行う担当職員を２つの施設に配置するとと

もに、（３）では夜間休日などに緊急的に乳幼児を一時保護する必

要が生じた際の受け入れ先として、県内６組の里親さんに登録して

いただいて、準備料と受け入れ手当を支払う制度を新設したところ

でございます。 

次に３０ページをご覧ください。医療的ケア児への支援体制の強化

です。在宅で医療的ケア児の看護などを行う家族の負担軽減を図

るため、１の（１）ですが、施設が医療的ケア児のショートステイを受

け入れた場合のサービス料が入院診療報酬よりも安いことから、そ

の差額相当額を助成するとともに、（２）では人工呼吸器などが必要

な重度医療的ケア児の受け入れ拡大を図るため、生体監視モニタ

ーの導入を支援します。また、２では訪問看護ステーションや保育

所などで働く看護師に医療的ケア児の処置の手法を学んでもらう

ため、OJT 方式の研修を（１）講師派遣型と（２）看護師受け入れ型

の２パターンで実施します。 



最後に３１ページをご覧ください。発達相談支援体制の充実です。5

歳児健診の後の発達フォロー相談会などを行う市町村に対して、

療育スタッフの費用など開催経費を助成するとともに、受診待ち期

間の短縮に向けて受診待ち状況の全体把握や受け入れ調整を行

う医療連携コーディネーターの配置、それから ICT を活用した情

報共有の推進のほか、発達フォロー相談会に従事する作業療法士

や言語聴覚士などの療育スタッフ向けの研修を実施することとして

おります。 

説明は以上です。 

清國会長 どうもありがとうございました。実に多様な、手厚い支援策を講じて

おられるなと改めて思ったところでございます。本来は施策等につ

いて意見をいただくところではございますが、２に移らせていただき

まして、せっかく皆様方から事前にご意見を頂戴しておりますの

で、それに基づきながら関連する話をしていただければと思ってお

ります。 

ご意見につきましては資料２に掲載されております。まずご自身の

ページのところはご確認をいただければと思っております。 

それでは、委員または委員が所属する各団体等において、出生数

増を目指した取組というテーマに関しまして、日頃から感じている

ことや課題、改善策等についてご発言をいただきたいと思います。

会議時間の都合により、お一人３分程度でお願いしたいと考えてお

りますので、ご協力のほどどうぞよろしくお願いいたします。 

今回は大体同じようなご意見をいただいた方を順番に回していき

ます。最初は、渡邉委員からお願いいたします。地域で支える子育

て、子育ての希望等についてお願いいたします。資料は６４ページ

になります。 

渡邉佳子 

委員 

皆さんこんにちは。民生委員児童委員協議会の主任児童委員連絡

会から参りました渡邉佳子と申します。私は杵築市で主任児童委

員として活動をしております。 

資料６４ページに意見を載せていただいております。杵築市も出生

数は下がっていて、今年の３月で小学校１校が閉校になり、また、こ

の 4 月に入学する小学校１年生のお子さんも、杵築市で一番大き

い杵築小学校でも６０人を切ってしまって、今年１年生は２クラスと

いうことで、すごくこどもが少なくなっているんだなということを感じ

ております。私は地域の中で活動していて、一保護者としては２人

こどもを育てていましたが、自分が子育てしていた時から比べると



だいぶ時間は経ってしまったんですけど、地域で子育てをしていた

経験者として、今子育てをされているお母さんや父さん方と接する

中で、少し感じたことを書かせていただきました。先ほど行政説明

の中でも、たくさんの経済的な支援や子育てしやすい環境づくりの

政策を紹介していただいて、本当に充実しているなと思うし、自分

が子育てしていた時からしたらなんて手厚いんだとすごく羨ましい

なと感じているところです。それでも出生数が増えないし、結婚す

る方も減ってしまっているので、何が原因なのかなと思った時に、

子育てに負担感があるというか、たいへんだというご意見を持って

いらっしゃるお母さん方が多いなと感じています。行政のサービス

や支援を受けることに対してのちょっとした抵抗感があるお母さん

がいらっしゃったり、情報がそもそも届かない方がいらっしゃったり

というのも感じています。行政サービスはすごく大事なのだけれど、

それだけではなくて地域の中で情報を得られる機会や繋がりの中

で、支援をする側とされる側みたいな関係性ではなくて、本当にフ

ラットな関係性の中で、お互い様みたいな気持ちで子育てのお手伝

いができる繋がりがもっと増えるといいのにと考えながら活動して

います。行政のサービスだけではなく、地域の中での繋がりをもっ

とできるように頑張っていきたいなと思っています。お母さんたち

が、子育てはたいへんだけれど負担ではない、たいへんだけれど負

担に感じなくて済むような子育て応援ができたらいいなと思って活

動しています。 

以上です。 

清國会長 どうもありがとうございました。 

続きまして、本室委員にお願いしたいのですが、地域との繋がりと

いう観点で書いていただいているかなと思います。６０ページにな

ります。 

本室朝美 

委員 

「大分のママ集まれ！」の本室です。私たちは母親の共助団体です

ので、支援をしているという言葉を使うのですが、運営側は支援を

しているという思いは全くないです。専門家でもありませんし。ただ

同じ母親同士としてできることをできるように、母親同士やっていこ

うと思いながらやっております。その目線で今回の意見も書かせて

いただきました。 

先ほど渡邉委員が、行政の支援を使うのに少し抵抗があるのでは

ないかとおっしゃったのですが、それは本当にそのようなことがある

と思います。私たちは３年前から、県こども未来政策課の助成金を



活用させていただいて、子育ての節目を迎える母親を対象とした

「卒〇会」という企画をやってきました。成人式に近い、自分たちで

考えて、自分たちでやるものです。例えば、育休が終わって仕事を

始めるとか、こどもが幼稚園を卒園するとか、小学校を卒業すると

か、子育て自体が終わるということを一旦自分で振り返る機会を持

とうという機会です。なぜこういう機会を持ったかというと、お母さ

んたちは日頃からたいへんと思っている方は実際に多いと思いま

す。でもそのたいへんさがどこにあるかというと、感情的なたいへん

さなんですよね。昔に比べて支援が充実しているというのはその通

りで、私もたいへんありがたく感じております。ただ、今こどもを産

んだお母さんからするとそれが当たり前なので、昔より良くなったと

いうのはあまり関係なく、洗濯機があるのが当たり前でも、家事が

たいへんというのと一緒で、子育て支援もこれが当たり前なので、

感情的にたいへんというのがすごく普段から接していて感じること

です。働いているお母さんがここ数年すごく増えていて、お話をし

ていると、子育てしながら仕事をしてたいへんだけど、自分のことを

振り返る機会がないので何がたいへんなのかが分からず、どの支

援を使ったらいいかが分からないというのはすごくあると思ってい

ます。そのため、このように書かせていただきました。 

清國会長 どうもありがとうございました。 

続きまして、祖父江委員に、地域で支える仕組みという観点からお

願いいたします。４４ページ、４５ページになります。 

祖父江美幸 

委員 

私は「よいこのへや」から来ました。臼杵市からシルバー人材センタ

ーが地域子育て支援拠点事業として、こども・子育て広場、いわゆ

るこどもルームを受託しており、一時預かり事業やファミリー・サポ

ート・センター事業も同時に受託をしております。うちの特色は、シ

ルバーがスタッフであるというところです。実動スタッフはシルバー

の会員で１６名が専任で登録をしております。平均年齢が７２歳で、

定年退職をして元気で地域のために何かをしたいというスタッフが

働いております。自身の趣味や家族の介護、家事で忙しいのです

が、無理のない程度に働いていただいてます。これにより高齢者の

生きがいと雇用を生み出しておりまして、余裕があるスタッフが、今

余裕がない子育て世代を支援、応援するというマッチングがすごく

いいなと思っております。ただ、ずっとやっていると子育て支援には

限界があるなと。行政や民間がやる子育て支援が充実したとして

も、家庭教育をおろそかにしてはいけないという思いで、うちの拠



点では、子育てに関する講座を無料託児付きで実施したりして、家

庭の子育て力アップにも力を入れようと感じております。柔軟にき

め細やかな支援をすることによって、臼杵という場所でこどもを産

んで良かったな、そしてもう一人産めそうだなという今の満足度を

上げることを大切にしています。臼杵市としては子育て支援に手厚

い町であることをもっと発信していかなければなりません。 

県政に求めることは、人口の多い大分市の子育て支援をしっかり

整えておくことがとても大事ではないかなというところで、大分市は

ファミリー・サポート・センター事業がなかなかうまく機能していない

と聞いておりますので、そこに力を入れていただけたらなという思

いで意見を書かせていただきました。 

以上です。 

清國会長 どうもありがとうございました。 

それでは４番目になりますが、目井委員お願いします。５９ページに

なります。よろしくお願いします。 

目井千絵 

委員 

「おおいた産前産後サポート ママコモド」という名前で、大分市内

を中心に、産前産後のご家庭の家事と育児のサポートをさせてい

ただいております、目井千絵と申します。 

今回、この意見照会をいただいた時に、県としては婚活とか、様々

な課題のあるご家庭への支援まで考えておられるだろうなと思いつ

つ、私のフィールドである産前産後の生活に着目して意見を上げさ

せていただいております。大前提として、出生数増について考えて

いく上で、ご夫婦がまず１人がいいと言うんだったら１人でいいと思

いますし、何人か持ちたいという意志があるのであればそれを支え

られるような環境を作っていくことが大切かなと考えています。実

際に産前産後のご家庭に入った中で、「本当はもう１人とか３人こど

もが欲しいと考えていたけれど、１人目の産後が辛すぎて、もう産

みたくない」という意見や、産後クライシスとか、夫婦の関係がちょ

っと良くなくなってしまって、「もう無理やわ」という意見とかも耳に

することが多いです。一番たいへんな産後１年ぐらいを支えるサポ

ートがもう少し充実していって、それを利用するハードルとなる経

済的な部分やサポートの充実の地域格差がなくなっていくことが大

事なんじゃないかなと思っています。私自身もこどもが４人いるの

ですが、冬場は風邪に怯えています。預け先がなかったらどうしよ

うと思ってしまうので、病児保育など特別な環境になった時の預け

先の充実なども期待していきたいと思っています。出生数につい



て、出産をする女性はどうしても出産前後で仕事が難しくなる時期

もあると思うのですが、そこを女性だけが全て背負ってしまうので

はなく、本人が納得した形で、子育てと仕事のバランスを決めなが

らやっていけるような環境づくりが大事ではないかなと感じていま

す。１人目を産んだお母さんが「たいへんだったけど楽しかったな」

と思えるような子育てを応援していきたいと思いながら地道に活動

しているので、行政としてもそちらの方を支えていただけるような

形を作っていただけたらなと思っています。 

以上です。 

清國会長 どうもありがとうございました。 

それでは、矢野委員にマイクをお渡ししたいと思いますが、産後支

援をなさっているという観点から、ご発言をお願いいたします。61

ページになります。 

矢野茂生 

委員 

よろしくお願いいたします。「おおいた子ども支援ネット」の矢野と申

します。先に会社としてなのですが、お陰様でこの数年うちの法人

に産休や育休のラッシュが起きておりまして、どうやって無事にこど

もを産み、育てていけるかということに、会社としても挑戦している

時期であります。特に産休・育休明けの若いお母さん、特に１人目

の女性職員に関することなのですが、やはり産後のケアみたいなも

のが不足していて、仕事に復帰したいけれど、こどもが熱を出しや

すいとか、旦那さんの育休制度はあるのだけれど、なかなか全てが

保証してもらえないとか。結局その負担がかなりかかっておりまし

て、現場から見えるのは、産後のケアがたいへん大事なんだろうな

ということを感触として持っております。県も施策を充実させていた

だいてありがたいのですが、先ほどから話が出ているように、昔の

社会と今の地域の中で、政策とかいろんなものが充実したとして

も、どちらの時代が子育てしやすかったかという観点も必要かなと

思っております。ぜひ私の一つの要望として、子育て世代、特に産

前産後も含めた情報を、学生さんとか高齢者とかあらゆる世代に

発信をしていただけないかと思います。子育て世代のみならず、地

域全体がこうした情報をキャッチして、しっかり社会で支えていくよ

うな施策、風潮に繋がっていくことが大事かなと思っております。 

以上です。 

清國会長 どうもありがとうございました。 



それでは続きまして、吉田委員にお願いいたします。ショートステ

イ、レスパイト、そういう言葉が並んでおりますが、よろしくお願いい

たします。 

吉田百合子 

委員 

改めて自分で見て、予算要求のようになってしまっていると感じ、た

いへん申し訳ありません。そういうつもりではなくて、たいへんだけ

ど負担にならないようにという言葉もありましたけれど、実際この事

業に本腰を入れて、やり始めて感じるのは、負担に思われている方

がどれだけ多いかということと、「今すぐ助けてくれ」という思いの

中で、一生懸命子育てなさっている方がどんなに多いかということ

です。実際は市町村からの委託ということにはなっておりますけれ

ども、やはり利用数だけの問題ではなく、中身の半数ぐらいがレス

パイト的な内容になってきています。これは自分の施設のことしか

言えないですけど。だんだん形が変わってきたのか、「いつでも冠

婚葬祭やお仕事の時に、宿泊型でお預かりできますよ」というサー

ビスだったのが、だんだんレスパイト的な使い方になってきている。

少しずつ充実させて、枠を広げて、里親さんでもショートできるよう

になって、専用ユニットを設けて定員数を増やして、専用の職員を

つけてと一歩一歩進んでいるのですが。ニーズを考えたら、県とし

ても、この事業をもう一度改めて後押ししていただけるとありがた

いと思いました。皆様がお話ししてくれた内容の一部かなと思って

おります。サービスの一つが今どんどん枠として広げられているこ

とかなと思います。 

清國会長 ありがとうございます。 

それでは続きまして佐藤久住委員、お願いいたします。４１ページで

ございます。 

佐藤久住 

委員 

放課後児童クラブは、切れ目なく続いている子育て支援の中で、と

ても大事な場所の一つであると認識しております。今年、クラブを

あちこち訪問しておりますが、とにかく感じることは、こどもが本当

に減っていますね。田舎に行けば行くほどすごい状態で、出生数を

聞くたびに「本当に大丈夫かな」と感じたりもしています。そうは言

っても地域差がとても大きくて、放課後児童クラブを利用するとい

うファクトだけで言えば、存続の危機を迎えているところから、一方

で待機児童が出ているようなところまで、地域差が大きいです。地

域差はあるんですけど、必要感は変わらないなと。田舎に行けば、

小学校のこどもイコール放課後児童クラブに通うこどもという状況

も結構あります。待機児童については、数字を見ても減少している



なと感じるのですが、基本的に小１については、ほぼ待機児童はい

ないのかなと思ったりもしますが。クラブによっては「２年生になった

ら来んな」と言われるところがやっぱりあるんですよ。１年生を迎え

入れ、定員もいっぱいいっぱいの状況で頑張って入所したけれど、

2 年、3 年、4 年経った時に、本当に通っていきたいけれどいけない

という状況も結構な数でありますので、隠れ待機児童みたいな課

題についても把握していただいた上での定員設定や人員配置も考

えていただけると嬉しいです。現場としては、２年、３年、４年になっ

てもクラブに通ってほしいと願う支援員さんは結構いらっしゃいま

す。でも支援員がいないんですよ。若者がなかなかいなくて、高齢

化しているということが現状としてあります。理由ははっきりしてい

て、基本的に勤務の状況がたいへん変則的で、処遇自体もたいへ

ん低いです。そもそも働き方がなかなか認められない職種でもあ

るのかなと思ったりもしています。いろんな連携、支援員が安心し

て働けるような環境を作っていただくということも大事な要因であ

って、人を確保していくための施策も作っていただく。ここ２０年の

中で放課後児童クラブの環境はかなり変わってきました。これも行

政のいろんな施策のもとでやられてきた成果であろうと思います。

今、県と協力してやっています、大学の出前講座等も若者発掘をす

るという意味ではたいへん意義があると思っております。ただ、いろ

んな施策をうちながらもまだまだ人が足りない。皆様にクラブのこと

を知っていってほしいですし、私たちも繋がっていきたい。そのこと

が大きな力となって伝わっていくような環境を我々も取り組んでい

きたいと思っております。今後もよろしくお願いいたします。 

以上です。 

清國会長 どうもありがとうございました。 

それでは続きまして、佐久間委員さんからお願いします。保育現場

から見た支援について、ご発言をお願いいたします。 

佐久間勝之 

委員 

保育連合の代表をしております佐久間と申します。３５ページにまと

めておりますが、やはり人口減少については、他の園長先生とお話

ししていても話題に上がり、運営が厳しいという話が出てきます。

昨年、私立の保育園や認定こども園で取ったアンケートでは、６割

以上の施設が運営に不安を感じているというデータが出ています。

そういった中で、運営をどうやっていくか、どのようにこども達を支

援していくか、成長を促していくか、今本当に悩む時期に入ってき

たと感じています。保護者は本当に一生懸命子育てされており、園



にも非常に協力的だという印象を持っております。保護者を含め

て、どうやって支えていくかも含めて考えており、保護者が子育て

に対して自己肯定感を持ってやっていけるような社会背景を作って

いく必要があると感じております。不安を感じないようにするため

には、情報をしっかり得て経験をしていくことが大事かと思っている

のですが、情報がありすぎて何を信じていいか分からない時代だ

と思います。適切な丁寧な情報を提供していく必要があるのかなと

思うんですよね。例えば、産婦人科や行政の窓口は必ず通る道な

ので、そこでいかに支援ができるかが一つのポイントだと思いま

す。産婦人科の中で育児講座があると思うのですが、そこをもう少

し手厚くして、両親とともにこどもとの関わり方を考える場所にでき

ないか。食については特に大事だと思っていて、父親がうまく関わ

れるかは先々の子育ての大きなポイントです。父親が母親と一緒に

離乳食を作っていけるようになると、父親が母親に対してのサポー

トではなく、先頭に立って一緒に子育てをやっていくということにな

るのかなと思います。欧米は、父親がお迎えに行くのは当たり前な

社会だと聞いております。日本も近づいてはいると思うのですが、

まだまだこれからかなという実感があります。 

あと、子育て世帯の移住者の受け入れの話がありましたが、都市部

の方々が地方で子育てをするという感覚を持っておられる方も結

構いらっしゃると聞いているので、地方で体験型子育てをしてい

き、その時の受け入れ体制を手厚くしてあげられないかなと。私の

園の周りにも古民家がたくさんあります。そういったところをリフォ

ームしてあげて、低料金で提供できるような体制づくりであったり、

その時に保育園を解放してあげて園で保育体験をしてもらったりし

て、地方のよさを実感してもらい、将来的には地方に住んでいただ

けるような取組も必要かなと思っています。総合的な父親支援、家

庭支援をより手厚くしていくのが重要かなと考えています。 

以上になります。 

清國会長 ありがとうございました。 

それでは続きまして、河野さん、幼児教育の立場から、４８ページで

ございます。 

河野孝氏 大分県私立幼稚園連合会の河野でございます。本来であれば立山

委員が参加するところですが、４８ページに意見を記載しています。

日本財団が行った若年層の意識調査では、「なぜ結婚しないのか」

という問いに対し、一番多かった回答が「適当な相手に巡り合わな



い」、次に「自由さや気楽さを失いたくない」「まだ必要性を感じてい

ない」という回答でした。次に「なぜこどもを持たないのか」について

は「経済的な理由」が第１位、「自由な時間や生活を優先したい」が

第２位ということでした。また別の調査では「こどもに接したことがな

いからこどもを持ちたくない」という回答も多数あったということで

ございます。以上のことから、結婚することやこどもを持つことがい

かに幸福であるかという価値観がどんどん薄らいでいっている現

状がある、そこが一番問題なのではないかと感じております。この

意識改革はすぐに改善することは難しいと思うのですが、こども達

が成長していく過程の中で、より小さなこどもたちに接する機会を

増やしたり、そういった取組が必要なのではないかと。東京都など

は中学生の職場体験の回数を増やしたり、受け入れる側の保育園

やこども園に補助金を出したりして成果を上げていると聞いており

ます。 

それからもう１点、先ほどから産前産後ケアの話が出ておりますが、

供給量が絶対的に足りていないと感じております。やはり妊娠期か

ら切れ目のない子育て支援をしていくことがとても重要だと感じて

おります。産前産後ケアというのは病院併設という事例がほとんど

だと思うのですが、圧倒的に量が足りないのであれば、我々幼稚園

や保育園、こども園もそういった分野にご協力することができれ

ば、きっとできるだろうと感じております。茨城県守谷市で、実際に

園で伴走型の産前産後ケアの取組を行っている事例を見まして、

十分に取り組めるなと感じたところです。 

以上です。 

清國会長 ありがとうございました。 

それでは、続きまして田中委員にお願いします。４９ページになりま

す。 

田中正樹 

委員 

大分県認定こども園連合会の田中と申します。保護者の皆様、本

当に一生懸命子育て頑張っておられますし、ただ負担感を持って

いる保護者の方も中にはおられると思っております。経済的支援は

色々としていただいていると思いますが、そういった負担感を少し

でも減らしていけるような取組も必要になってくるのかなと。５０ペ

ージに書かせていただいておりますが、長時間労働、長時間保育

の見直しということで、お父さんお母さん、一生懸命お仕事頑張ら

れるのでどうしても時間が長くなってしまったりという部分があるの

ですが。社会全体で長時間労働を少しでも減らしていける取組が



できれば、早めに園にお迎えに来ていただいて、こどもたちと接す

る機会、時間を多く取ってもらうと。そうすれば、保育の現場の子育

てをしている先生方の働き方も、少し改善されていくのではないか

なと思っております。そうすると、保育士不足と言われていますが、

保育士になる先生方も増えていくのではないかなと考えておりま

す。社会全体を巻き込んで長時間労働を少しでも減らしていって、

負担感をなくしていく、「子育てって楽しいな」と思えるような取組を

増やしていくのが大事かなと思っております。 

以上です。 

清國会長 ありがとうございました。 

続きまして、高橋委員、４７ページでございます。 

高橋典子 

委員 

助産師会の高橋です。今日、行政からお話がありましたけど、本当

は数を増やすというのが即効の対策なのかもしれません。しかし、

もっと早い時期に日常の中で、あまり命ということを意識して生活

はしていないと思うのですが、やはり命があって全ての社会がうま

くいくというところに私たち助産師は立っていきたいと思っておりま

す。命の大切さを生まれた時からずっと伝えていくことによって、意

識が変わっていき、相手を思いやる気持ちができて、それで「結婚

したい」という気持ちになっていく環境づくりはすごい大事じゃない

かなと思っております。こども家庭庁もプレコンの５年計画を出して

いただいたので、それにも乗って、プレコンを広く、多く、間際の出

産・妊娠とかしている男女も大事なんですけど、小さい頃から性と

いうことにきちんと向き合う人を作っていくことが大切ではないか

なと日々思っております。 

清國会長 どうもありがとうございました。 

次に本田委員、お願いいたします。若い世代の受け止めについて

ご発言をお願いいたします。５８ページになります。 

本田楓 

委員 

大分大学の本田です。私は大学生の立場で今感じていることをお

話しさせていただきます。行政説明でもございましたとおり、ライフ

デザイン啓発冊子の配布やプレコンセプションケアの出前講座の開

設など、結婚や子育てについて若い世代が考える機会があるとい

うことは非常に良いことだと感じています。この会議に参加するに

あたって同世代の友人に話を聞いてみたところ、出産の痛みに耐え

られるか不安といった声や金銭面の不安、またＺ世代ならではかも

しれませんが、「SNS を見る時間や旅行に行ったりする時間が削ら

れるのではないか、もしそうであれば子育てに魅力を感じない」と



いうような意見が出ました。もちろん、これらの意見が若い世代全

体に共通する意見ではないと思うんですが、今後の啓発活動をす

るにあたって、ただ単に情報を伝えるのではなく、こうした若い世代

が抱える不安や疑問の解消に繋がるような内容を充実させていく

べきだなと感じています。子育てをする方や若い夫婦の話を実際に

聞く機会を設けることで、より子育てを身近に感じられるのではな

いかなと思います。子育ては難しいからこそ楽しいみたいな部分が

多分あると思うので、そういったところを伝えてもらう機会がある

と、より子育ての魅力を感じられるのではないかなと思います。 

その一方で、こうした話はプライベートな内容にもなるので講座等

に参加することに抵抗を抱く人もいると思います。そのため、今も

行われていることは重々承知ですが、ウェブサイトの活用であった

り、SNS を通して自分のペースで情報を得られるような取組を行

っていくことも大切だと思います。 

この会議に参加させていただいて、県が様々な取組を行っているこ

とがわかったので、微力ではありますが、私自身も同世代の友人に

伝えて、力添えできたらなと思います。 

以上です。 

清國会長 ありがとうございます。是非よろしくお願いいたします。 

それでは、続きまして堀委員、お願いいたします。 

堀那菜子 

委員 

大分県立芸術文化短期大学の堀那菜子と申します。私はまず子育

てと言われて初めに思いついたのが、CM でもよく見る「はじめて

ばこ」という取組で、こどもを産むことについてはとても幸せな印象

を受けます。大分県では婚姻率が直近増加しているため、今後県

内のこどもは増えていくのではないかなと思うのですが、現在出生

率は減少傾向にあることが事実で、私は杵築市が出身なのです

が、杵築市内の幼稚園と小学校も一つずつ閉園、閉校になってしま

いました。これによって、この地域で暮らしていた若い世代の、地元

で子育てをするという選択肢が減ると考えます。こどもの減少によ

りやむを得ないことは分かるのですが、こうした事態が一層地域の

出生率を低下させているため、このような事例の穴埋めとなるよう

な政策を取ることが必要なのではないかなと思いました。 

一方で、最近では小中学校の給食費や高校生までの医療費の無

償化が進んできていて、子育て世代における経済的不安が減った

のではないかなと思います。今後も子育て世代に対し、様々な支援

を行うことが出生数増に繋がるのではないかと考えます。今日、い



ろんな方々から大分県内の取組や各市町村での取組を教えてもら

ったので、それも踏まえて私も周囲に情報を発信していけたらいい

なと考えております。 

以上です。 

清國会長 ありがとうございます。自分の言葉でしっかりと話をしてくださいま

した。 

それでは、二日市委員、お願いいたします。５５ページになります。 

二日市聖子 

委員 

二日市です。冒頭、県から 30 年前に比べてほぼ 2 分の 1 のこども

になっている、つまり、親の世代からしてこどもは半分になっている

ということですよね。６０年前から比べると３分の１になっている。

今、高齢化率が 38%ぐらいなので、２．６人に１人は 65 歳以上とい

う。そちらに近い私にとっては、若い方々にどう高齢者が貢献でき

るかということを考えないといけない時代になっています。つまり

は、結婚してこどもを産んでくれる若い人たちが、どれだけそれに

踏み込んでいけるかと思って書きました。出産や子育ての支援は進

んでいるというのは、今の人にとってはこれまでの話に出たように、

それが当たり前なので、もっと進むともちろんいいと思うんですが、

やはり２０代や３０代の若い方々が結婚しようとかこどもを持とうと

か思うためには、まずは安定的で持続可能な雇用が重要。残業が

ずっとあるとかではなく、定期的にお給料がちゃんと入ってくると

か、そういう雇用対策を、直接の子育て支援策ではないけれども、

大分県内にそういう職場がたくさんあるということが大事じゃない

かなと強く思います。 

2 つ目に書いている交流の場づくりで、どうも若い方を見ていると、

あまり外に出て行きたがらない人が比較的多い。家の中で趣味の

時間を大事にするとかそういう方々がどうも多いようで、できれば

異業種交流や企業横断の交流会とか、婚活イベントに行く前の他

の人と知り合えるという機会を作ってもらえるといいかなと思いま

す。 

最後にもう一つ。子育て中のお父さん、お母さんに、県からいろい

ろ接触する機会があろうと思いますが、男の子をぜひ生活者にな

れるように育ててほしいと強く思います。女の子はお母さんが「ちゃ

んとある程度の事を理解しておかないと後で困るよ」と育てがちで

すが、男の子はついついお母さんが甘やかしがち。お父さんもそう

なんですが、ちゃんとこどもの時から家のこと、あるいは自分のこと

ができるような、女の子もそうですが、男の子も育てるように。「教



育」は言い過ぎですけども、そういう事をアドバイスしてもらえると

いいかなと思います。 

以上です。 

清國会長 ありがとうございました。 

それでは、続きまして西山委員、５３ページでございます。 

西山和孝 

委員 

１西山です。３つの段落で書かせていただいております。最初は自

身の経験から、下２つは今の立場、大分県公認心理師協会の一員

として書かせていただきました。自身の経験として、私は定年退職

する前に、ある地域の県立高校の管理職をしておりまして、その地

域は非常に人口減の厳しいところでありました。そこの市役所で行

われる会議に、私も管理職として参加した時、「１８歳から４０歳の女

性人口の減少をいかに食い止めるか、ここが生命線です」と言われ

たのを今でも強く覚えております。その言葉を聞いた時、非常に複

雑な心境になりまして。その高校は普通科で、いわゆる進学校なの

で、１８歳の生徒たちは多くが県外の学校に進学しますので、この県

外に出て行った生徒たちが、４年後の２２歳や２４歳でこの地域に帰

ってこれるかと考えた時、その市の産業構造を考えるとそれはなか

なか酷だなと。ですから、時々式辞なんかに盛り込みましたけども、

できれば３０歳とか４０歳で１回帰って、ちょっと地域の良さを見直し

てもらえないかな、みたいなことを言うのが精一杯だったかなと思

い出します。先ほど吉村課長の説明でライフプランニングのところ

で移住支援がありましたが、１回県外に出た、元々根っこが県内に

ある人の移住支援、移住のきっかけを作るということも大事かなと

思っております。小学校４年生では 1/2 成人式、今はもう成人年齢

が変わりましたので名前が変わっておりますけれども、１０歳の時に

自分を育ててくれた保護者への感謝とか、自分はどんな大人になり

たいかというイメージができて、二十歳の集いの時にライフプランニ

ングの冊子を配っていただいて、その後また３０歳とか４０歳とか

で、地域にもう一度目を戻す機会を作っていただけるといいのかな

と思っております。 

下の２つは協会の一員として感じることで、公認心理士という国家

資格ができたことは非常にありがたいことなんですけれども、院を

修了した方の就職傾向が大きく変わりました。国家資格ができる前

は大分大学、別府大学の心理士の養成課程を出た方はなかなか

正規雇用にはありつけず、多くの人が病院とスクールカウンセラー

の掛け持ちなど、非常勤で務める方が多かったんですけれども、国



家資格ができてから、病院や福祉分野で正規雇用が増えた関係

で、今２０代のスクールカウンセラーは非常に少なくなっておりま

す。ですから、５年後、１０年後のことを考えると、一度正規雇用で心

理士として働いた人が、ライフステージに応じて、例えば自分のこど

もが小学校、中学校に入るので学校の仕事、スクールカウンセラー

をしてみようという流れができるように、県のスクールカウンセラー

担当課とは、今後も雇用条件の整備等をお願いしていきたいと思

っております。それからスクールカウンセラーに限らず、官民ともに

短時間正規雇用の拡大促進が有効ではないかと思っております。

県の職員でも、正規雇用でそのまま短時間勤務されている方が多

いと思うんですけども、２年前に NHK スペシャルで、ドイツの働き

方改革を変えた「短時間正社員」と「タンデム方式」という番組があ

りました。ここですごいなと思ったのが、日本の現状を分析していた

んですけども、日本の場合は、例えばこどもができた時点で夫婦が

取らなければいけない選択肢は、長時間労働の正規をそのまま続

けるか、低賃金の非正規になるか、の２択しかないと。ドイツのやり

方は、短時間正社員であり続けて、なおかつ「タンデム方式」という

やり方を取り入れています。タンデムというのは二人乗りということ

ですけれども、例えば、課長という同じポジションに２人置いて同じ

仕事をする。例えば、３日ずつで労働時間は減りますから賃金は下

がりますが、正規雇用ですから、社会保険や昇進についても保証さ

れるという、そういうやり方を考えていく時期ではないかなと思って

おります。 

以上です。 

清國会長 ありがとうございました。 

それでは続きまして、佐々木委員にお願いします。 

佐々木愛子 

委員 

社労士をさせてもらっている佐々木です。私は専業主婦を１２年し

ておりまして、今は社労士事務所の経営が９期目に入っています。

今日は社労士として、母として、２つの視点から発表させてもらえた

ら嬉しいなと思っています。今回なぜ女性が上昇婚を望むのかとい

うところを切り込ませていただきました。女性から言うと至極当たり

前なことだなと正直思うんです。今日も女性経営者が来られて、

「私、こういうのを言ってきます」と言ったら、「頑張って」と言われた

んですよ。そりゃ当然、上昇婚狙うでしょう、当たり前じゃんって。や

っぱり女性からすると至極当たり前なんですよね。それを今回思い

切って書かせていただきました。妻の収入が増えると、一旦は家



事、育児の負担が減るのだけれど、妻の収入が上がってくると逆に

妻の負担が増える。そして収入が逆転をすると、その率もかなり上

がって、女性の方に負担がすごく寄ってしまうというものをご用意

させていただきました。これ、皆さんを責めているわけじゃないんで

すよ。事実として、私が事務所を経営して大きくなっていくところ

で、まさにこれはあったんですよね。私が言えなくなる、逆に。私が

非正規でパートで働いていた時は、お願いをバンバンバンバン、夫

に言えてたんですけど、だんだんなんとなく、言いにくくなる。夫は

何も思っていないんですよ。何も思っていないんですけど、なんと

なくお願いができなくなる。これ言ったら嫌われるかなとか、これ言

ったら離婚になるのかなと思って、私もセーブをするようになりまし

た。それがこの数字として表れてしまっているんじゃないのかなと。 

そこで、うちの家庭で見える化をしまして、色分けをしたら８対２ぐ

らいでほぼ私がやっていて、本当にごめんねって言われて、「じゃ

あ、これは俺がやる」とか分担し直すことができました。まず家事の

見える化をして、どれだけ見えない家事をやっているかをお互い把

握をして、さらには企業にはワーク・ライフ・バランスを進めていただ

いて。週に１回でいいんです、定時に帰ってきてくれて、「この日私

は好きなだけ残業できる」という日を作ってくれるだけで、思う存分

仕事ができますよね。１８時ではなくて１７時ダッシュですよ、１８時は

もう子育て終わっているので。 

私の意見としては以上でございます。ありがとうございました。 

清國会長 どうもありがとうございました。 

それではですね、中内委員、実際の現場からということでお願いし

ます。 

中内仁美 

委員 

さくらいろ保育園の中内仁美です。よろしくお願いします。私が今

勤めているさくらいろ保育園はめちゃくちゃホワイトなので、結婚し

ている人でもそうでない人でも働きやすいと思っています。育児・

介護休暇があることで、こどもが熱を出した時の休みが保証されて

いて、安心して働いています。こないだ研修が入っている日に娘が

熱を出して、どうしても休めない時に職場の病児保育を特別に使わ

せていただいて、無事資格を取ることができているので、そこもす

ごい感謝しています。ここからは母としてなんですけど、女性って働

いていいんですよね、社会進出してもいいんですよねって最近思う

ようになって。だけど、こどもは産んでほしい、イクドリ宣言とかある

のにパパは休めない、うちのパパは育休とらなかったし、どうすれ



ばいいのって、ちょっと矛盾が生じているなということで自分の中で

消化ができていないんですけど、やっぱりパパの育休というか手助

けがないことには、ちょっと２人目は望めないのかなということもあ

りますし、不安も解消できないかなと思います。うちの職場は放課

後等デイサービスなので、困難を抱えていると言われる子たちが来

ています。支援も県は頑張っていると思うのですが、行き届いてい

ない部分、ヤングケアラーがすごく多い。こどもを生んだからってお

母さんになれるわけではないなとも思って、そこの手が行き届いて

いないところを支援することによって、出生率が上がるのではない

かなと思っています。この間、職場で初めて、大分市キャンプ協会

主催で放課後等デイサービスのこどもたちと、高尾山でデイキャン

プをしたんですけど、その時に初めての経験で不安だという子もい

たんですけど、すごくみんないい笑顔をしていたので、この支援が

必要なこどもたちの笑顔も守ってほしいなと思いました。 

以上です。 

清國会長 どうもありがとうございました。 

それを受ける形になるんでしょうか。山口委員。 

山口慎介 

委員 

「おおいたパパくらぶ」の山口です。やはり、女性の社会進出が当然

の時代になってきて、僕の職場は病院で、いわゆる平社員と呼ばれ

る男性は僕一人です。そんなシステムにするんだったら辞めるぞと

脅しながらシステムを変えてきて、ブラックを超えた漆黒企業から、

今では超ホワイト企業に変わっています。休みを取りやすい環境に

はなってきたのですが、その中でもやはり子育てをしているママた

ちが休みがちなのは、まだまだ男性はと思うところもありつつ、そう

した方々の女性のスキルアップのための地位の確立に、もうちょっ

と尽力していただけるような取組があればなと思うので、そのよう

な意見を書いております。 

県の事業として婚活イベントに尽力していただいて、実際カップル

率も増えて、婚姻率も増えています。ただ、何のために婚姻率を増

やしているのかという目的は「出生率を増やす」という部分なので

はないかなという認識ですが、その辺のデータ化はあるんでしょう

か。例えば、何組カップルが成立して婚姻に至ったか、そのうち3年

以内に出生に至ったというデータ、もしくは婚姻されたカップルの

平均年齢、そこをお伺いしたかったのと、もしこれが年齢的に高い

年齢であったとした場合、一番気になるのは高齢出産に対するリス

ク。妊活の部分でもやはり仕事を休まないといけないのは女性にな



ってくるというところで、さらなる上のサポートというか、補助が下り

ない部分のサポート的な部分があれば、もうちょっと妊娠率が上が

るんじゃないかなと思いました。本気で妊活されている方は５回で

も１０回でもしたいんですよね。補助が下りなくなったら諦めざるを

得ないという環境の方々に、もうちょっとサポートがないかなという

のが気になるところです。 

あと、無事結婚に至った方々の子育ての見学や体験談の開催情報

の評価をもうちょっと分かりやすくしていただければありがたいなと

思いますが、いかがでしょうか。 

また、県外からの移住者を進めている中で気になるのが、県外から

移住してくるということは両親ともに県外出身である確率が高い中

で、こどもを預けたいけれど預けられない、緊急連絡先が自分にな

ってしまったら、県外に夫婦ともに出張していた場合はどうするん

だというサポートに困ったという実際の話を聞いたので、そこら辺

のサポートも、県としてちょっと考えていただけるところがあれば嬉

しいです。 

以上です。 

清國会長 ご質問とご意見があったと思うんですが、質問のところについて何

か事務局から、現時点で回答できることがございますでしょうか。 

こども未来政

策課 

吉村課長 

ありがとうございます。まず婚活の狙い、目的のところですが。婚活

自体は当然ながら個人の尊重、気持ちというのをまず大事にして、

その方が結婚されると望むのであれば後押しをさせていただくとい

うことで取り組んでおります。行政の目的としては、出生数の増にな

るかと思っております。どのくらいのカップルができて、どのようにこ

どもが生まれているのか、そういうデータを取っているのかというと

ころですが、そこは正直取りきれてないところです。それは私たちも

データを取ろうとしているんですけれど、カップルになった方にこど

も生まれましたかと突き詰めていくと、なかなか相手の方も嫌悪感

が生まれ、答えてくれないということもあるので、政策として行って

いる中、正しいデータがなかなか取れていないというような状況で

はあります。ただ、県の取組としては、事務事業評価、施策評価等

を毎年１回行っておりまして、その事業が良かったのか悪かったの

かというのを１年ずつ見直していっております。 

以上です。 

山口慎介 

委員 

ありがとうございます。諸事情で会員になることができないので、情

報収集ができなかったんですけれども、例えばアンケートとか、会



員に入られる場合に「結婚の後に出産を望みますか」とか、アンケー

トに協力ができますかというのを事前にお知らせすることで、出生

率を少しでも把握できるシステムとか、今後ご検討いただければと

思います。 

清國会長 ただいま、ご意見ということで受け止めていただけると思います。 

それでは、続きまして高田委員お願いいたします。 

高田昌弘 

委員 

出生数を増やすといった時に、やっぱりこどもを産みたいと思える

社会にしないといけないなと思います。うちの団体では、私は小学

校ですけど、小学校現場を見た時に、職員がこどもを産みたい、産

めると思えるかを考えた時に、体制はしっかりできています。育児

短時間、産休・育休もしっかりとあるのだけれど、それを取るとなっ

た時に、担任がいなくなる。うちの学校も今育児短時間で働いてい

る職員が２人いますけれど、本当に「すみません、すみません」と言

いながら働かないといけないという状況を作っている。学生さんも

そうですけど、先生になりたいと思っても、こどもを育てる時に、じゃ

あなろうかという一歩になるのかなと思ったときに、やっぱり代替教

員含めてやっぱりこどもを産める環境を作らないといけない。最近

は、男性職員も育児休暇を取りたいとなった時に、じゃあそこの担

任どうするのという感じになるので、国の定数っていうのはあると

思いますが、じゃあどこがするかってなった時に、やはり県なり市な

り独自にしないといけないこともあるのかなと思っているところで

す。他の職場も同じと思いますけど、こどもを生みたい、そして安心

して育てられる環境をまずは作っていかないといけないのかなと思

っています。 

以上です。 

清國会長 ありがとうございました。 

それでは続きまして細井委員、５６ページになります。 

細井薫 

委員 

こんにちは。豊後大野市教育委員会と県立学校でスクールソーシャ

ルワーカーをしております、細井薫と申します。先ほど県から新規の

事業、拡充の事業の話を聞かせていただいて、様々な取組が始ま

るので、ワーカーとしてそれをしっかり理解した上で、支援が届きに

くい、情報が届きにくい家庭に確実に届けていけるように我々がス

キルアップしていかないといけないなと感じておるところです。出生

数の増に向けてというところなのですが、私の立場から申しますと、

今いるこどもの支援が今後の出生数の増加に繋がるのではないか

と感じておりまして、以下のような文章を載せております。こどもを



取り巻く環境は本当に多様化しています。日常の居場所とか地域

で支える仕組みというのも今回の案の中でもたくさん盛り込まれて

いたんですけれども、田舎に行けば、人数の少ないところに行け

ば、なかなかそういったサービスが十分かというとそうでもない。人

数が少ないからいらないのかと言うとそうでもない。公の力を借り

るだけではなくて、地域の底力みたいなものが必要になってくるの

かなと感じております。また、不登校対応という部分については、適

応指導教室であるとかフリースクールであるとかいろんな事業があ

るかなと思うんですけれども、文科省でも教育支援センターの拡充

などがあるかと思うんですけど、そういった整備をもっときめ細や

かにして、こどもたちが安心してトライアンドエラーができる場所が

増えていく。そのためには高田先生がおっしゃっていた教職員の確

保や、スクールソーシャルワーカーやスクールカウンセラーの適切な

配置および拡充がやはり必要ではないかと感じております。 

2 つ目として、説明資料の３１ページにもありました、療育支援体制

の充実について、これは５歳児健診以降のプランニングということ

になると思うのですが、スクールソーシャルワーカーをしていて、５

歳児健診や３歳児健診の時に引っかかってなかったけれど、小学

校に入ってその環境の中で気になる発達的な課題が見受けられて

くるお子さんとか、あるいは健診の時に要観察と言われていたのだ

けれど、保護者がちょっと拒否をしてどこにも繋がらなかったという

方が、小学校に入ってソーシャルワーカーに繋がってくるケースが

たいへん多くございます。先ほどの３１ページの話が、５歳以降のお

子さんでも対応ができることなのかどうなのかというのが伺いた

い。また、中学生などの思春期の精神科受診もすごく難しかった

り、療育的な受診が難しいお子さんがいっぱいいる中で、県立病院

や公立病院等で発達やメンタルの課題を抱えるこどもたちの受診

ができるような診療科等が増えてくれないかなというのは、ソーシャ

ルワーカーで集まった時にやはり話題に出てくることがございます。

もちろん、医師会とかいろんな動きで本当に地域の医療機関が非

常にきめ細やかなサポートはしているんですけれども、それでも専

門に行った方がいいよと言われた時に行くことが難しいお子さんた

ちがいらっしゃるので、公的な医療機関での発達とかメンタル、思

春期のお子さんをサポートできるような仕組みが今後できたらいい

なという願いを込めて書かせていただきました。 

以上です。 



清國会長 ありがとうございます。一つ質問が出たんですけど、時間が押して

いるので、最後のところで余裕があったらということでよろしいでし

ょうか。 

それでは先を急がせていただきます。首藤委員、お願いいたしま

す。42 ページです。 

首藤文江 

委員 

ありがとうございます。私は、私にできることは何だろうかと思って、

繋がっている若者や子育て世代に意見を聞くことだろうかと思った

のですが、あまりに時間がなくてできませんでした。子育て施策と

いうところで、最近佐賀県のことが気になっていたので比べて検索

したところ、大分県のホームページに出たので、今の子育てのサイト

ではありませんでした。検索の順位が上がるとか、検索する目的に

もよるんだと思うんですけど、諦めないでそこに辿り着けるようなデ

ザインが必要じゃないかと思いました。 

今日、皆さんの話を聞いていて思ったのは、私たちが子育てしてい

た時とか、私たちよりも上の人が子育てしていた時と、今の子育て

が全く違うということ。毎年だんだん変わっていっていることをいか

に分かってもらえるか、それを分かった上でどういう風な施策にし

ていくかを合わせていくのがたいへんなんだなと思ったんですけれ

ども、大学生２人の話を聞いていると、個を幸せにしていくという

か、やっぱり私たちは何か人との繋がりが大切ということをいつま

でも言っているので、そういうところがすごいギャップだなと。でも、

AI とかを使わざるを得ない今の社会を分かりつつ、人との繋がり

をちょっとでもいいなと思ってもらえるような活動だったり、繋がり

を押し付けるのではなくて感じてもらえるようにしたらいいのはどう

したらいいんだろうなと、話を聞いていて思いました。 

清國会長 ありがとうございました。 

それでは藤田委員、お願いいたします。54 ページになります。 

藤田文 

委員 

芸術文化短期大学の藤田です。婚姻件数増加率全国２位というこ

とで、大分県の取組の成果かなと思いますので、私は素直に非常

に嬉しい気持ちで、喜んでおります。私は短大にもう３０年近くおり

まして、ほとんど女子学生ですけれども、恋愛を楽しんだり結婚を

夢見たりというのはあまり変わっていないような気がするのです

が、一方で仕事に対する気持ちは随分変わってきている。今の学生

が地域で学んだことを活かしていきたい、社会で活かしたい、仕事

もずっと続けてキャリアを積んでいきたいという気持ちを、昔に比

べて強く感じます。昔はちょっと腰掛けでいいかとか、専業主婦も



狙ってみたいな人が少しいましたけど、今はみんな、ほんと自分の

力を地域で活かしたいっていう気持ちで、就活も一生懸命取り組

んでいるというイメージを持っています。やはり、働きながら子育て

できるというところに力を入れる必要があると感じてまして、保育

園、学童保育にスムーズに入れるという環境を何とかお願いしたい

なと思っています。うちの娘が保育園にこどもを入れる時に非常に

苦労したものですから。今度孫が小学校に入るんですけど、小学校

ってみんなは入れるのよね、という風に言ったので、小学校はみん

な入れるのよって言ったんですけど。それぐらい保育園に入るのに

苦労しているという感じもありますので、その辺に力を入れていた

だければと思います。 

以上です。 

清國会長 ありがとうございました。 

それでは、安藤委員、もしございましたらお願いいたします。 

安藤昭和 

委員 

各団体の取組や問題点などを聞かせていただきまして、たいへん

勉強になりました。大分県は、ペリネイタル・ビジット事業やヘルシー

スタートおおいた事業など、県内外にかなり高く評価されています。

行政と各団体や各医師会などが非常に連携が取れていて、スムー

ズに情報交換できます。月に１回、ペリネイタル・ビジットとヘルシー

スタートおおいたの合同専門部会で事例検討会をしていて、非常

に勉強になる会で、医師会としても参加させていただいておりま

す。この事業は詳しく説明する時間はありませんけど、県の HP と

か県医師会の HP に情報がありますので、皆さんぜひご覧になって

ください。日本医師会では、毎年母子保健講習会や学校保健講習

会を開催しているんですけど、昨年の母子保健講習会のテーマが

「プレコンセプションケアを考える」というテーマで、それに参加して

きました。印象に残ったこととして、若い女性の「痩せ」の問題。

OECD 加盟国の中で、日本は１５%の方が痩せている。２位の韓国

が７％ぐらいだったので、２位の倍近い数値とダントツの１位なんで

すね。若い女性の痩せの問題は早産や未熟児の原因になります

し、不妊の原因にもなるのでしょう。年を取ってからの骨粗鬆症や

糖尿病の発症リスクも、実は若いころに低栄養状態だと上がるとい

うデータがあったりして、それに取り組むということも非常に重要と

いうことが紹介されていました。現時点でのエビデンスでは、診断

基準を作るのはなかなか難しいみたいですが、疾患概念としてしっ

かり提唱していって、国民に周知していただく必要がある概念かな



と紹介されていました。行政のプレコンセプションケアの取組として

は、こども家庭庁が５年計画で始めたんですが、２０３０年までに「プ

レコンサポーター」を全国に５万人に作りましょうという活動をして

います。全国に５万人だと、単純計算で大分県に５００人ぐらい養成

しないといけないのですが、養成数のデータがあれば教えていただ

きたい。現時点で大分県のプレコンサポーターがどれくらいの人数

いるのか、プレコンサポーターを増やすための取組を何かされてい

るのか、教えていただきたいと思います。 

清國会長 ありがとうございました。これもまた時間の関係で、後ほどあればお

答えいただくということでお願いできますでしょうか。 

続きまして、相澤委員にお願いいたします。 

相澤仁 

委員 

私は少子化対策というか、こどもを産み育てる社会づくりですけ

ど、だいたいいろんなところの研究ベースでいくと、包括的に政策

を進めるのが一番効果的だというのはわかりきっているので、そう

いう意味では大分県もそういう取組をされていて、それをずっと続

けるということがとても大事だと思っております。私が思うのは、こ

ども・若者の持続的幸福（ウェルビーイング）の実現に向けた社会全

体の意識づくりというところです。２番目に「こどもの健やかな成長

と母親の健康を支える環境作り」と書いてあるのですが、保護者の

ウェルビーイングを保証するような環境づくりという視点が必要か

なと。こどものウェルビーイングは保護者がウェルビーイングになっ

ていないとなりませんので。保護者のウェルビーイングを支えるの

は社会のウェルビーイングですので、一つは包括的な今の施策の

取組と、先ほど矢野委員が言ったような多世代が交流するような地

域でこどもを育てる文化の醸成が大事かなと。沖縄県は出生率が

高いんですけど、これは相互扶助文化ができてるっていうような背

景もありますので、そういうところも大事かなと。施策的に言うとや

はり二日市委員が言った、若者が住み続けられるような地域づく

り、雇用と住宅というところが大事だと思います。例えば、大分県で

奨学金を作って、大学生を呼んで、その代わり大分に住み続けたら

奨学金免除とか、大分独自の取組を作っていったらいいかなと思

ったりもしています。先ほど、命の大切さをこどもの時代から教える

ということですが、保育は義務化して、みんな保育園に入っていた

だくような形で、こどもの交流を進めないとこどもが育たないですよ

ね。繋がりができていかない。そういった取組も将来を考えてやっ



ていくのがいいんじゃないかなと思います。時間がありませんので

この辺にしておきます。どうもありがとうございました。 

佐藤久住 

委員 

２回目をしたいです。朝からヒントいっぱいもらっているんです。こ

のぐらいで終わってしまうのもったいないので。難しいとは思うけれ

ど、そんなことを検討いただけると嬉しいなと思った次第です。 

清國会長 会の持ち方を少し工夫するということなのか、時間を延ばすという

事なのか、事務局と相談はさせていただこうと思います。時間が迫

っておりますので。 

私と栗田委員、佐藤敬子委員、土谷委員、こちらは資料としてタブ

レットに出ております。本来は紹介をすべきですが、画面でご覧い

ただければと思います。 

それから、いくつか質問が出ておりますので、お願いいたします。 

こども・家庭

支援課 

森課長 

細井委員からご質問いただいた発達相談でございます。３１ページ

に書いております内容は、基本的に５歳児健診で引っかかったお子

さんをどう療育に繋いでいくかというところなのですが、小学校・中

学校に上がったタイミングで見つかった支援も当然考えておりま

す。３１ページの「まる新」の２つ目、受診待ち期間の短縮のところ

で、「医療連携コーディネーターを配置しています」と書いておりま

す。別府発達医療センターに専任の方を置いて、市町村の保健師

さん等から相談を受けて、発達障害を診療できる医療機関への予

約等に繋げていただくというようなことをしています。療育機関の

予約が取りにくいというご指摘ですが、長期的なプランは少し時間

がかかるかなと思ってまして、３１ページに書いておりますように、受

信待ち状況を kintone というソフトを使って、随時どこの病院が一

番早く予約が取れるかを一覧で見れるようなシステムを今構築中

で、近々運用開始する予定にしています。今までよりは少しは予約

がスムーズに取れるような形になれるかなと思っております。 

以上です。 

清國会長 はい、ありがとうございました。続いて、お願いいたします。 

こども未来政

策課 

吉村課長 

先ほど安藤委員からご質問いただきましたプレコンサポーターのこ

とについて。まず、養成している数が現時点では６１名になります。

増やしていく方策としましては、大きく３つの機関に働きかけを考え

てます。市町村や助産師会、不妊・不育相談センターといったとこ

ろ。また、県の人事課や教育委員会の養護教諭へ働きかけていま

す。加えて、看護協会や産婦人科医会にも働きかけをしたいと考え

ています。今夜、医師会の母子保健小委員会の中でも働きかけを



させていただこうかと思っております。ご協力のほどよろしくお願い

いたします。 

清國会長 どうもありがとうございました。それでは時間が迫ってまいりまし

た。まだまだ言いたいことがたくさんあったかと思いますが、自制的

にご発言をいただきまして、どうもありがとうございました。それで

は進行を事務局にお返ししたいと思います。 

事務局 委員の皆様方には、たいへん貴重なご意見・ご提言をいただきまし

た。時間が足りなくて申し訳ございません。誠にありがとうございま

した。では、最後になりますが、佐藤知事からお礼を申し上げます。 

佐藤知事 本当に貴重なご意見ありがとうございました。委員の先生方でディ

スカッションしていただけると本当はありがたいのですが、制約も

ありましたので。またフィードバックさせていただくこともぜひお願

いできればと思います。お伺いしながら分かってきたのは、一つは

保護者の方々のウェルビーイングという意味では、やはり働きなが

らもっと子育てをしやすい環境をどう作っていくかというのが結局

課題の一つなのかなと思いました。そのことが大事ではないかと。

もう一つは、社会全体、あるいはコミュニティでこどもたちを育てる

というご指摘もたくさんいただいたと思います。祖父江さんからお

話しいただいたような、「よいこのへや」のような取組がありますか

ら、そういう取組をケーススタディのような形で市町村にいい例を

展開をしていく。コミュニティや地域の取組としてはたいへん重要

なのかなと思いながら聞かせていただきました。たいへん貴重なご

意見を十分踏まえさせていただきながら、取組を進めさせていただ

きたいと思います。本当にありがとうございました。 

事務局 本日の議事録、資料につきましては、後日県庁のホームページに掲

載させていただきます。次回の県民会議は１１月２５日の水曜日に予

定をしております。 

以上を持ちまして、令和８年度第１回おおいた子ども・子育て応援

県民会議を終了いたします。今日は皆様、どうもありがとうござい

ました。 

 


